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美術館 ・ 博物館と学校の連携を考える研修会　

各館の学芸員、 担当スタッフがご案内します。
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先生のための

ミュージアム活用術2014

スケジュール　　

（内容の詳細は裏面をご覧ください）　

1. 神戸市立博物館
　　6 月  7 日 （土） 13 ： 30 ～ 16 ： 30

2. 神戸アートビレッジセンター
　　6 月 28 日 （土） 14 ： 30 ～ 16 ： 00

3. 芦屋市立美術博物館
　　7 月 20 日 （日） 13 ： 00 ～ 16 ： 00

4. 横尾忠則現代美術館
　　8 月  2 日 （土） 13 ： 00 ～ 16 ： 00

5. 神戸市立小磯記念美術館
　11 月 22 日 （土）　13 ： 00 ～ 16 ： 00

6. 兵庫県立美術館
　12 月  6 日 （土） 13 ： 00 ～ 16 ： 00

7. 神戸ファッション美術館
8. 神戸ゆかりの美術館
　　2 月  7 日 （土） 13 ： 00 ～ 14 ： 30
　　　　　　　　            　14 ： 30 ～ 16 ： 00

9. 竹中大工道具館
　　2 月 21 日 （土） 13 ： 00 ～ 16 ： 00

内容 ： 各館の作品鑑賞と施設見学ツアー

対象 ： 美術館 ・ 博物館、 文化施設で実施

　　　　　　される教育活動に興味のある教職員、

　　　　　　学芸員、 美術館博物館職員

参加費 ： 無料

美術館 ・ 博物館には、 私たちの暮らしに関わる優れた道具や技、 また世界に１つしかない絵画 ・ 彫刻な

どの美術作品、 そして、 現在も活躍する芸術家たちの作品など “ほんもの” の資料をたくさん展示、

保存しています。 今年度は子供たちと “ほんもの” の出会いについて先生方と考える研修を、 神戸 ・

阪神間の 9 つの施設で開催します。 まずは先生方に各施設の特性を知っていただき、 鑑賞教育の実践

へとつながる研修となることを願っています。
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終了

終了

終了

主催 ： 神戸 ・ 阪神間美術館 ・ 博物館連携プログラム実行委員会

平成 26 年度文化庁
『地域と共働した美術館 ・ 歴史博物館創造活動支援事業』



「先生のためのミュージアム活用術」　に参加します

申 し 込 み

神戸市立小磯記念美術館　〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中５丁目 7　TEL　078-857-5880

担当　川瀬　貴子   Email takako_kawase@office.city.kobe.lg.jp

学校名　　　　　　　　　　　　　　　　　市立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校 ・ 園

お名前

E-mail　

連絡先　TEL （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　FAX （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

質問等

受付
印
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希望
回

連絡欄

申込み FAX(078)-857-3737

第 5 回　11/22　神戸市立小磯記念美術館　定員 20 名 【〆11/8) 】

　　　　　　　「郷土作家作品を用いた教材づくり」　

　　　　　　 　川西 英回顧展を鑑賞後、 それらの作品を
　　　　　　　 題材にして、 郷土を愛する心を育てる
　　　　　　　 教育プログラムを考えます。

　　　　 　　　TEL　078-857-5880　　　担当 川瀬

第 6 回　12/6　兵庫県立美術館　　定員 20 名 【〆11/22】

　        　「鑑賞を深めるワークシートとは？！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 共に考える鑑賞ツール」

　　　　　　　　当館のコレクションの活用方法の紹介と、
            鑑賞授業を行う際に有効な鑑賞ツールに
            ついて考えます。

　　　　　　　　TEL　078-262-0908　　　担当 遊免　

第 7 回　2/7　神戸ファッション美術館　　定員 20 名 【〆1/24】　

　　 　    「装いからたどる世界の歴史と文化」

　　　　　　　 コレクション展示を鑑賞し、18 ・ 19 世紀の
            ヨーロッパ宮廷衣装や世界の民族衣装等
            の作品の活用方法や鑑賞授業について
            考えます。

　　　　　　　　TEL　078-858-0050　　　担当 和田 ・ 松岡

第 8 回　2/7　神戸ゆかりの美術館  定員 20 名 【〆1/24】

　         「描かれた神戸―郷土を知る、 作家に学ぶ―」　

　　　　　　　　震災 20 年の企画展を鑑賞後、 当館コレ
　　　　　　　　クションの活用方法や郷土作家から学ぶ
　　　　　　　　連携授業について考えます。

　　　　　　　　TEL　078-858-1520　　　担当 田中
　

参加者の声   　

●申し込み欄に必要事項と参加希望回に○印をご記入の上、 小磯記念美術館まで FAX で送信ください。

●各回開催日の 2 週間前を申し込み締切日といたします。 期日までに FAX をお送りください。 締切後 1 週間以内に各 

   開催館から参加証をご返信します。 当日は必ずご持参ください。

　　※応募多数の場合は抽選をさせていただきます。

●開催日の 5 日前になっても美術館から返信がない場合には、 お手数ですが各館担当者までご連絡ください。

●当日は受付開始時刻、 開始時刻をよくご確認の上、 所定の時刻までに受付を完了してください。

●キャンセルされる場合は、 各会場までお電話で必ずご連絡ください。

申込み方法

「美術館の展示内容とリンクしているので、 とても
　興味深く参加させていただくことができました。」

「作品、 ワークショップ、 講義と組み合わせもとても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よかったと思います。」

「講習の方法が、 児童対象に考えられているので、
 教育の目線で作品制作ができて大変よかったです。 」

「作品だけでなく、 作家自身の言葉でレクチャーを
　うけることができて非常にぜいたくでよかったです。」

「美術とコミュニケーションについて考えさせられました。」

「シンプルなことですが、 頭でなく体と心を使った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気がしました。」

「実習形式のワークショップがなかなかないので、
　心から楽しませてもらいました。 　
　　　　　　　　　　　月曜日、 こどもに自慢できそうです！！」

「横尾さんの作品を子供達に見せるのは難しいと思って
　いましたが、 展覧会のテーマや展示が面白いので、
　これなら 『いろいろな発見をしてくれそう！』 と思いました。」

第 9 回　2/21　竹中大工道具館　　定員 20 名　【〆2/7】

           「五感で学ぶ匠の技と木の文化」

　　　　　　　　当館技能員 （宮大工） による大工道具の
             実技指導の後、 10 月にオープンしたばかり
             の新館展示をご覧いただきます。

　　　　　　　　TEL　078-242-0216　　　担当 大村


